
 
 

２０２３年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

団体名 公益社団法人 広島県社会福祉士会  

■活動報告の詳細 

活動名称 入会促進プロジェクトの活動 

活動の目的 

 

 2022 年度は「入会促進プロジェクト」にて協議を重ね、①養成校や関連機関

へのキャンペーンチラシの配布、②インスタグラムの開設および発信、③ユー

チューブの開設および発信、④FM ラジオへの出演、⑤ウェルカム交流会（新入

会員へのフォロー）の開催、⑥ピーアールキャラバン(社会福祉士養成校での学

生へのピーアール)を実行した。これらの取組みにより、目標とした新規入会者

数、30 歳未満の新規入会者数は前年度を上回り、一定の成果を得られた。一方

で、低予算による活動の制限、プロジェクトのメンバーへ過度な負担、活動の

継続性などが課題として浮き彫りになった。 

 2023 年度は助成金を活用することで、プロジェクトのメンバーを増やしてこ

れまで抑制されていた活動が実行可能となる。さらに、会員へのリサーチから

退会抑制のための活動の検討に着手する。これら強化された入会促進および退

会抑制の活動を推進することで、組織率の向上を図ることが目的である。 

 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場

所、参加者数等の活動

内容の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

① メッセージキャラバン  

広島県内の社会福祉士養成校にプロジェクトメンバーが訪問した。オープン

キャンパス・授業・卒業式などを活用し、学生へ直接、当会の魅力や入会メリ

ットなどをピーアールした。 

≪実績≫ 

校名：県立広島大学（三原キャンパス）  

日時：2023 年 8 月 10 日 9：00～16：00 オープンキャンパス 

来訪者：20 名 

 

校名：県立広島大学（三原キャンパス）  

日時：2023 年 11 月 20 日（土）授業 15 分間  

学生：40 名 

 

校名：広島国際大学（黒瀬キャンパス）  

日時：2023 年 12 月 8 日 授業 30 分間  

学生：45 名 

 

校名：広島文化学園大学（坂キャンパス）  

日時：2023 年 12 月 13 日 授業 60 時間 

学生：30 名 

 

校名：広島文教大学  

日時：2024 年 3 月 8 日 授業 30 分間 

学生：60 名 

 

校名：広島福祉専門学校  

日時：2024 年 3 月 8 日 授業 1 時間 

学生：22 名 

 

校名：福山平成大学  

日時：2024 年 3 月 21 日 卒業式 10 分間 

学生：19 名 

 

 



 
 

② ウェルカム交流会  

新入会員が人的ネットワークを拡大して活動へスムーズに参画できるよう、

先輩会員が対象者をフォローしていく交流会を開催した。 

≪実績≫ 

名称：ウェルカム交流会 

日時：2023 年 6 月 3 日（土）14：30～16：30 

会場：TKP ガーデンシティ広島駅前 

参加者：26 名 

内容：当会・支部・委員会の紹介。交流会の後には情報交換会を実施。 

 

名称：支部連携サテライト交流会 

日時：2023 年 11 月 25 日（土）14：30～16：30 

会場：4 支部の各会場 

参加者：35 名 

内容：4 支部をオンラインで繋ぎ、グループワークと語り合いを実施。 

 

③ ソーシャルメディアの活用 

若手会員が中心となって Instagram を発信した。なお、ラジオなどへのメデ

ィア出演は、当会の財政状況を鑑み断念した。 

≪実績≫ 

Instagram： 発信回数 24回（2023 年度） 

 

④ 情報発信ツールの充実 

会員にとってより分かりやすく使いやすくなるよう、会員の声を取り入れて

ホームページおよびリーフレットを改変した。また、新たにニュースレター

（Instagram の記事を集約したもの）を発行した。 

≪実績≫ 

ホームページ：2024 年 3 に刷新 

リーフレット：2024 年 1 月に刷新 

ニュースレター：2024 年 1月に発行 

 

⑤ 三団体連携 入会促進イベント 

三団体（広島県社会福祉士会・広島県医療ソーシャルワーカー協会・広島県

精神福祉士協会） 

三団体が協力し、イベントにおいて入会促進を目的としたブースを出展した。 

≪実績≫ 

名称：春の福祉就職総合フェア 

日時：2024 年 3 月 2 日（土）10：00～14：00 

会場：広島産業会館(東展示会) 

内容：来場者への入会案内や就職に関する相談対応を実施 

 

⑥ 退会抑制の取組み 

退会を抑制する取組みの検討材料にするため、全会員を対象に、満足度・意

向・要望を把握するアンケート調査を実施した。 

≪実績≫ 

会員アンケート 

目的：会員の満足度および要望を把握するため 

対象：当会の全会員 

時期：2024 年 3 月 14 日～2024 年 3 月 28 日 

方法：メールで発信したアンケートフォームに入力 

 
⑦ 国家試験会場でのビラ配り 

日時：2023 年 2 月 4 日 7：30～9：30 

会場：広島産業会館 

スタッフ：12 名 

 

⑧ 入会促進プロジェクト会議 

日時：2023 年 4 月 19 日 18：30～19：40 



 
 

方法：オンライン ※定例会 

参加：6 名. 

 

日時：2023 年 4 月 26 日 19：00～19：30  

方法：オンライン ※ウェルカム交流会の打ち合わせ 

参加：2 名 

 
日時：2023 年 5 月 16 日 18：30～19：20 

方法：オンライン ※定例会 

参加：5 名 

 
日時：2023 年 6 月 27 日 19：00～20：40 

方法：オンライン ※定例会 

参加：7 名 

 

日時：2023 年 7 月 15 日 14：00～16：00 

方法：TKP ガーデンシティ広島駅前 ※決起集会 

参加：15 名 

 
日時：2023 年 8 月 8 日 19：00～19：50 

方法：オンライン ※メッセージキャラバン打ち合わせ 

参加：4 名 

 
日時：2023 年 10 月 6 日 19：00～20：40 

方法：オンライン ※定例会 

参加：14 名 

 

日時：2023 年 11 月 2 日 19：00～20：15 

方法：オンライン ※定例会 

参加：12 名 

 

日時：2023 年 11 月 20 日 19：00～19：50 

方法：オンライン ※コアメンバー会議 

参加：4 名 

 
日時：2023 年 12 月 2 日 19：00～20：20 

方法：オンライン ※定例会 

参加：15 名 

 

日時：2024 年 1 月 11 日 19：00～20：30 

方法：オンライン ※定例会 

参加：12 名 

 

日時：2024 年 2 月 8 日 19：00～20：05 

方法：オンライン ※定例会 

参加：9 名 

 
日時：2024 年 3 月 7 日 19：00～19：50 

方法：オンライン ※定例会 

参加：9 名 

 

 

 

 

 

 



 
 

活動の成果 

【目標および達成状況】 ※2023 年 4 月～2024 年 2月で集計 

≪KPI≫ 

① 新規入会者数 ②30 歳未満の新規入会者数 ③退会者数 

≪実績 (目標値・2022 年度の実績) ≫  

① 59 名（70 名・51 名） 

② 9 名（20 名・14 名） 

③ 20 名（29 名以下・30 名） 

 

今年度の新規入会者数 59名は前年度より増加し、退会者数 20名は

前年度より減少していることから、活動の目的である組織率の向上に

おいて一定の成果を得たと思われた。一方で、30 歳未満の新規入会者

数 9名は、昨年度より減少していた。これは、2年目を迎えた「30 歳

以下の新入会員への初年度会費の無料キャンペーン」の効果が減少す

ると共に、「入会促進プロジェクト」による活動が効果を発揮したとも

考えられた。 

今年度はプロジェクトメンバーに若者を加え、7 月の決起会を契機に

メンバーの人数を増やすことができた。これにより訪問する学校数が増

加し、新たな取組み(国家試験会場でのビラ配り・三団体連携による入会

促進イベント)の実践が可能となった。加えて、既存メンバーの負担軽減

にも繋がった。 

長年の課題であった未熟な情報発信は、「ソーシャルメディアの活用」

「情報発信ツールの充実」により、大きな前進を果たした。特に

Instagram は更新頻度が高く、動画を取り入れる等内容も充実しており、

他県から問い合わせを受ける程である。若者のアイデアや発想を積極的

に取り入れ、彼らが実践しやくなるようサポートしていく姿勢が、入会

促進には重要な要素の一つと思われた。 

 
 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

 今年度はプロジェクトメンバー増やし、活動を充実させることができ

た。しかしながら、これらを継続できるかに課題がある。理由は、入会

促進プロジェクトの活動への予算配分が難しいためである。 

当会の財政状況は芳しくなく、現状は負債を抱えている。経費削減が求

められる状況は入会促進プロジェクトも同様であり、学校回りやイベント

開催など経費(会場費・交通費など)がかかる活動は、縮小せざるを得な

い。また、ホームページは改修の途中であるが、これ以上の進捗は断念せ

ざるをえない。 

資金の少ない中でいかに活動の質を維持できるか、十分な協議が必要で

ある。今回、若者を中心に会員をしっかり巻き込んでマネジメントするこ

とで、一定の効果を得られた。今後も、組織率の向上に寄与できるよう、

努力しつづけたい。 

 

 

 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

☑広報誌・会報誌等で公開 

                          



 
 

ックと内容詳細を記入

ください 

□その他  

（                        ） 
 

 


